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◉
論
考

『
本
朝
孝
子
伝
』
と
『
古
今
犬
著
聞
集
』　
―
孝
子
表
彰
説
話
を
め
ぐ
っ
て
―�

勝
又
　
基

一
　
は
じ
め
に

	

近
世
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
孝
子
良
民
が
そ
の
善
行
を
も
っ
て
表
彰
さ
れ
た
。

こ
の
事
実
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
こ
と
は
現
代
の
眼
か
ら
見
て
、
あ

ま
り
芳
し
い
評
価
を
得
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。

	

近
世
に
お
け
る
孝
子
表
彰
に
つ
い
て
論
じ
た
従
来
の
研
究
は
、
表
彰
に
よ
る

「
支
配
体
制
の
強
化
」
と
い
う
面
か
ら
考
え
ら
れ
て
き
た
。
大
枠
と
し
て
は
、
孝
行

を
奨
励
す
る
こ
と
で
上
下
関
係
に
従
順
な
庶
民
を
育
て
、
上
位
の
者
が
い
つ
ま
で

も
上
位
に
い
ら
れ
る
体
制
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
、
ま
た
個
別
的
に
は
、
為
政
者

が
褒
賞
し
た
人
物
の
行
動
を
吟
味
す
る
こ
と
で
、
為
政
者
が
育
て
よ
う
と
し
た
封

建
体
制
に
と
っ
て
好
ま
し
い
人
物
の
具
体
的
な
あ
り
か
た
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

し
た
、
と
い
う
視
点
か
ら
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
だ
ろ
う （
１
）。

	

こ
う
し
た
研
究
を
見
て
い
て
疑
問
に
思
う
の
は
、
右
の
よ
う
な
封
建
体
制
そ
の

も
の
を
問
題
視
す
る
よ
う
な
視
点
が
近
世
の
人
々
の
実
感
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て
近
世
の
人
々
は
、
孝
子
の
表
彰
が
な
さ

れ
る
と
、
為
政
者
の
作
為
を
か
ぎ
取
り
、
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

	

結
局
の
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
対
す
る
問
い
か
け
が
無
い
ば
か
り
に
、
近
世
の
実

感
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
顧
み
る
こ
と
の
な
い
研
究
が
続
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
の
で
あ
る
。

	

右
の
よ
う
な
反
省
に
基
づ
き
、
本
稿
で
は
、
為
政
者
に
よ
る
孝
子
表
彰
が
当
時

ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

	

検
討
材
料
と
し
て
は
、
椋
梨
一
雪
著
『
古
今
犬
著
聞
集
』
を
用
い
た
い
。
該
書

は
天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
序
、
写
本
十
二
巻
。
三
百
九
十
一
話
を
収
め
る
。
各

話
を
眺
め
て
み
れ
ば
、
公
事
話
あ
り
、
霊
異
譚
あ
り
、
武
士
・
大
名
の
逸
話
あ
り

と
、
こ
の
時
期
に
は
希
有
な
大
部
に
し
て
総
合
的
な
説
話
集
で
あ
る
。
ま
た
天
和

四
年
と
言
え
ば
、
綱
吉
に
よ
っ
て
孝
行
奨
励
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ

る
。
こ
の
中
に
記
さ
れ
た
孝
子
に
つ
い
て
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
当
時
の

孝
子
表
彰
に
対
す
る
世
の
中
の
意
識
を
考
え
る
際
、
も
っ
と
も
有
効
な
方
法
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
る
。

	

本
稿
で
は
こ
れ
に
加
え
、
藤
井
懶
斎
編
『
本
朝
孝
子
伝
』「
今
世
」
部
に
掲
載
さ

れ
る
当
代
の
孝
子
も
視
野
に
入
れ
た
い
。
該
書
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
検
討
材
料
が
一
つ
で
も
多
い
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
い
う
単
純
な
理
由

に
よ
る
。

	

も
う
一
つ
は
、『
古
今
犬
著
聞
集
』
と
『
本
朝
孝
子
伝
』
と
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
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孝
子
を
扱
っ
て
編
ま
れ
た
説
話
集
で
あ
る
の
に
、
異
な
る
点
が
大
変
多
い
こ
と
に

よ
る
。『
古
今
犬
著
聞
集
』
の
編
者
・
一
雪
は
俳
諧
師
で
あ
る
の
に
対
し
、『
本
朝

孝
子
伝
』
の
編
者
・
懶
斎
は
久
留
米
藩
医
を
つ
と
め
た
医
師
で
、
の
ち
京
都
へ

戻
っ
て
儒
書
を
講
じ
た
儒
学
者
で
あ
る
。
作
品
全
体
も
、
前
者
が
多
様
な
話
題
を

掲
載
し
た
大
部
な
世
俗
説
話
集
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
古
代
か
ら
当
代
ま
で

の
日
本
の
孝
子
に
特
化
し
た
叢
伝
で
あ
る
。
後
者
は
さ
ら
に
凡
例
で
、

今
世
の
孝
子
婦
、
何
ぞ
止た
だ

十
百
の
み
な
ら
ん
。
然
れ
ど
も
之
を
髣
像
に
聞
て
、

未
だ
之
を
耳
目
に
決
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
敢
て
収
載
せ
ず
。
恐
く
は
浮
説
有
ら

ん
こ
と
を
。
故
に
惟
だ
其
の
事
至
著
に
し
て
郷
里
皆
な
之
を
称
し
、
国
主
郡

君
、
之
を
賞
す
る
こ
と
有
る
者
を
采
り
て
、
而
し
て
之
を
輯
む
。
多
か
ら
ざ

る
所
以
な
り
。（
第
五
条
。
原
漢
文
）

と
、
表
彰
さ
れ
た
孝
子
を
優
先
的
に
採
録
す
る
方
針
も
明
記
し
て
い
る
。

	

こ
う
し
た
一
見
対
照
的
に
見
え
る
両
書
は
、
孝
子
表
彰
へ
の
捉
え
方
に
お
い
て

も
異
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
検
討
を
、
近
世
に
お
け
る
孝
子
表
彰
へ
の

認
識
を
知
る
た
め
の
目
安
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

二
　
近
世
前
期
の
孝
子
説
話
に
お
け
る
表
彰
の
割
合

	

椋
梨
一
雪
著
『
古
今
犬
著
聞
集
』
全
三
百
九
十
一
話
の
中
に
、
孝
子
を
扱
っ
た

章
段
は
七
話
（
本
章
六
話
＋
附
章
一
話
）
あ
る
。

	

そ
れ
よ
り
約
十
二
年
後
の
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
三
月
に
は
、
同
じ
一
雪
の

著
書
『
日
本
武
士
鑑
』（
五
巻
五
冊
）
が
刊
行
さ
れ
る
。
該
書
の
巻
三
ま
で
は
敵
討

二
十
六
話
を
収
め
、
巻
四
・
五
は
「
孝
子
鑑
」
と
題
し
、
当
代
の
孝
子
説
話
十
二

話
を
収
め
る
。
該
書
は
従
来
、『
古
今
犬
著
聞
集
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
、
と
い
う

よ
う
な
見
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
と
「
孝
子
鑑
」
に
限
っ
て

は
、『
古
今
犬
著
聞
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
な
い
説
話
が
五
話
と
半
数
近
く
に
及
ぶ
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
整
理
し
た
。
一
雪
が
収
集
し
た
孝
子
説
話
は
計
十

二
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

	

藤
井
懶
斎
『
本
朝
孝
子
伝
』「
今
世
」
部
は
、
二
十
章
す
べ
て
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
ま
た
懶
斎
自
身
の
手
に
成
る
該
書
の
平
仮
名
版
『
仮
名
本
朝
孝
子
伝
』
に
追

加
さ
れ
た
三
章
も
検
討
に
含
め
た
。

	

右
の
要
領
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
孝
子
説
話
を
、
ま
ず
は
各
章
が
為
政
者
に
よ

る
表
彰
を
記
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
視
点
で
整
理
し
て
み
た
。
行
頭
に
○

を
付
し
た
条
が
為
政
者
に
よ
る
表
彰
が
記
さ
れ
て
い
る
章
段
で
あ
る
。
表
彰
が
記

さ
れ
る
章
は
、
章
題
下
に
表
彰
の
内
容
も
補
記
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
検
討
の

た
め
、《　

》
内
に
説
話
の
舞
台
と
な
っ
た
国
名
に
つ
い
て
も
記
し
て
お
い
た
。
藩

主
の
名
前
に
つ
い
て
は
表
彰
年
次
か
ら
判
断
し
て
補
っ
た
。

◆
一
雪
『
古
今
犬
著
聞
集
』
の
孝
子
説
話

	

巻
一
の
一
「
孝
行
女
人
神
明
有
」《
出
雲
・
伊
勢
・
江
戸
》 （
２
）

○
巻�

二
の
四
「
孝
行
の
子
盗
ニ
入
事
」《
尾
張
》
町
奉
行
・
林
市
郎
左
衛
門
が
金
子

を
授
け
る （
３
）。

○
巻�

五
の
一
「
柴
木
村
甚
助
孝
行
」《
備
中
》
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
よ
り
永
代
田

畠
を
賜
る
。
感
状
写
を
載
す
。

○
同�

右
「
附
喜
十
郎
事
」《
備
中
》
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
よ
り
米
と
田
地
を
賜

る
。

○
巻�
八
の
十
三
「
孝
心
之
兄
弟
吉
利
支
丹
名
を
借
る
事
」《
江
戸
》
切
支
丹
奉
行
井

上
筑
後
守
・
町
奉
行
加
賀
爪
民
部
・
籠
奉
行
石
出
帯
刀
よ
り
金
子
。
山
形
藩
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主
・
保
科
正
之
に
藩
士
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
る
。

○
巻�

十
の
一
「
達
天
下
五
郎
右
衛
門
孝
行
の
事
」《
駿
河
・
江
戸
》
巡
見
使
の
報
告

に
よ
り
、
将
軍
・
徳
川
綱
吉
か
ら
田
地
九
十
石
を
永
代
賜
る
。

	
巻
十
一
の
二
十
五
「
長
岡
東
甫
孝
心
之
事
」《
京
都
》

◆
一
雪
『
日
本
武
士
鑑
』
の
孝
子
説
話

○
巻�

四
の
六
「
豆
腐
屋
六
左
衛
門
事
」《
紀
伊
》
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
一

月
、
和
歌
山
藩
主
・
徳
川
光
貞
よ
り
田
地
を
賜
る
。

○
巻�

四
の
八
「
紺
屋
惣
太
夫
孝
行
」《
播
磨
・
備
前
》
代
官
・
西
村
源
五
郎
よ
り
米

一
俵
を
賜
る
。

	

巻
五
の
二
「
矢
嶋
屋
忠
兵
衛
事
」《
阿
波
・
伊
豆
・
江
戸
・
陸
奥
》 （
４
）

○
巻�

五
の
三
「
和
佐
村
源
三
郎
事
」《
紀
伊
》
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
六
月
二

日
、
和
歌
山
藩
主
・
徳
川
光
貞
よ
り
家
と
田
畑
を
賜
る
。
感
状
写
あ
り
。

○
巻�

五
の
四
「
日
傭
長
次
郎
事
」《
和
泉
》
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）、
政
所
奉
行

所
よ
り
茶
屋
株
を
賜
る
。

◆
懶
斎
『
本
朝
孝
子
伝
』「
今
世
」
部
の
孝
子
説
話

	

一
「
大
炊
頭
源
好
房
」《
江
戸
》

○
二�

「
今
泉
村
孝
子
」《
駿
河
・
江
戸
》
将
軍
・
徳
川
綱
吉
よ
り
田
畑
九
十
石
を
賜

る
。
感
状
写
あ
り
。

○
三�

「
雲
州
伊
達
氏
」《
出
雲
》
寛
永
は
じ
め
、
松
江
藩
主
・
堀
尾
忠
晴
か
ら
親
へ

料
理
を
賜
る
。

	

四
「
中
江
惟
命
」《
近
江
・
伊
予
》

	

五
「
川
井
正
直
」《
京
都
》

	

六
「
絵
屋
」《
京
都
》

○
七�

「
神
田
五
郎
作
」《
江
戸
》
明
暦
年
中
、
老
中
・
阿
部
忠
秋
の
命
で
訴
え
が
容

れ
ら
れ
る
。

○
八�

「
柴
木
村
甚
介
」《
備
中
》
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
よ
り
永
代
租
税
を
許
さ
れ

る
。

○
九
「
西
六
条
院
村
孝
孫
」《
備
中
》
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
よ
り
粟
を
賜
る
。

○
十
「
横
井
村
孝
農
」《
備
前
》
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
か
ら
賞
を
賜
る
。

○
十�

一
「
赤
穂
惣
太
夫
」《
備
前
》
岡
山
藩
主
・
池
田
光
政
か
ら
料
理
を
賜
る
。
助

け
た
実
教
寺
の
僧
・
是
要
も
毎
年
米
を
賜
る
。

○
十�

二
「
由
良
孝
子
」《
淡
路
》
淡
路
城
代
・
稲
田
植
栄
よ
り
料
理
と
金
子
を
賜

る
。

○
十
三
「
芦
田
為
助
」《
丹
波
》
福
知
山
藩
主
・
松
平
忠
房
よ
り
賞
を
賜
る
。

○
十
四
「
安
永
安
次
」《
肥
前
》
島
原
藩
主
・
松
平
忠
房
よ
り
租
税
を
免
ぜ
ら
る
。

○
十
五
「
大
矢
野
孝
子
」《
肥
前
》
島
原
藩
主
・
松
平
忠
房
よ
り
白
銀
を
賜
る
。

	

十
六
「
中
原
休
白
」《
筑
前
》

○
十�

七
「
鍛
匠
孫
次
郎
」《
肥
後
》
熊
本
藩
主
・
細
川
綱
利
に
藩
士
と
し
て
取
り
立

て
ら
れ
る
。

○
十
八
「
三
田
村
孝
婦
」《
備
中
》
岡
山
・
池
田
光
政
よ
り
賞
を
賜
る
。

○
十
九
「
小
串
村
孝
女
」《
備
前
》
藩
主
・
池
田
光
政
よ
り
賞
を
賜
る
。

○
二
十
「
完
粟
孝
女
」《
播
磨
》
山
崎
藩
主
・
池
田
恒
元
よ
り
粟
を
賜
る
。

○
追�

加
一
「
志
村
孝
子
」《
筑
後
》
貞
享
は
じ
め
、
久
留
米
藩
主
・
有
馬
頼
元
よ
り

賞
を
賜
る
。

○
追�
加
二
「
対
馬
太
田
氏
」《
対
馬
》
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）、
府
中
藩
主
・
宗

義
方
よ
り
米
を
賜
る
。
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追
加
三
「
神
山
孝
女
」《
摂
津
》

	
こ
う
し
て
み
る
と
『
古
今
犬
著
聞
集
』『
日
本
武
士
鑑
』
で
一
雪
が
採
録
し
た
十

二
話
の
孝
子
説
話
の
う
ち
、
為
政
者
に
よ
る
表
彰
が
記
さ
れ
た
章
段
は
、
じ
つ
に

九
話
と
七
五
％
に
お
よ
ぶ
。
い
っ
ぽ
う
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
、
二
十
三
話
の
う
ち

表
彰
が
描
か
れ
た
章
段
は
十
七
話
で
あ
る
。
一
雪
と
ほ
ぼ
同
率
の
七
四
％
で
あ

る
。『
本
朝
孝
子
伝
』
に
お
け
る
表
彰
の
比
率
は
、
従
来
持
た
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ

か
ら
す
れ
ば
予
想
通
り
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
『
古
今
犬
著
聞
集
』

に
つ
い
て
は
、
表
彰
さ
れ
た
孝
子
説
話
の
割
合
の
大
き
さ
に
驚
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

	

『
古
今
犬
著
聞
集
』『
本
朝
孝
子
伝
』
と
い
う
、
対
照
的
に
見
え
る
作
品
に
共
通

す
る
こ
の
割
合
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
良
い
の
か
。
結
論
を
急
が
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
も
う
少
し
読
み
込
ん
で
み
よ
う
。

三
　
孝
子
表
彰
説
話
受
け
入
れ
の
土
壌

	

近
世
前
期
の
孝
子
説
話
に
お
い
て
、
表
彰
と
い
う
結
末
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
当
時
為
政
者
に
よ
る
表
彰

を
受
容
す
る
環
境
が
十
分
に
備
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

	

そ
も
そ
も
日
本
に
お
い
て
、
孝
子
の
表
彰
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
来
た
。『
続
日

本
紀
』『
続
日
本
後
紀
』
な
ど
六
国
史
は
そ
う
し
た
表
彰
が
数
多
く
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
中
世
の
説
話
集
『
十
訓
抄
』『
古
今
著
聞
集
』
ら
に
載
る
養
老
滝
説
話
、

す
な
わ
ち
元
正
天
皇
が
当
地
に
行
幸
し
て
孝
子
を
美
濃
守
と
し
、
年
号
を
養
老
と

改
め
た
、
と
い
う
表
彰
の
結
末
を
持
つ
説
話
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。

	

さ
ら
に
時
代
が
下
れ
ば
、
小
瀬
甫
庵
『
信
長
記
』
巻
十
二
の
一
「
信
長
公
孝
行

を
感
ぜ
ら
る
る
事
」
で
は
、

同
（
引
用
者
注
…
天
正
七
年
〈
一
五
七
九
〉
二
月
）
二
十
二
日
、
夜
も
す
が

ら
御
物
が
た
り
の
次つ
ゐ

手で

に
、
三
で
う
の
町
人
宗
う
ん
と
い
ふ
も
の
、
老
た
る

ち
ち
に
つ
か
へ
、
至
孝
な
る
事
あ
た
か
も
黄
香
・
徳
宗
に
も
を
と
る
ま
じ
き

な
ど
人
々
申
け
れ
ば
、
次
の
日
め
し
い
だ
さ
れ
、
米
百
石
く
だ
し
た
ま
は
り
、

諸
役
免
許
の
札
を
も
た
ふ
で
け
り
。
其
後
は
外
の
雑
事
も
な
け
れ
ば
、
い
よ

〳
〵
孝
を
ぞ
つ
く
り
け
る
。
ま
こ
と
に
天
の
さ
い
は
い
か
な
と
て
、
尊
卑
老

若
か
ん
じ
あ
へ
り
け
り （
５
）。

と
、
信
長
が
孝
子
を
表
彰
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

	

さ
て
、
孝
行
の
者
に
は
あ
る
い
は
官
爵
を
与
え
、
あ
る
い
は
旌せ

い
ひ
ょ
う表（

掲
示
し
て

ほ
め
る
）
を
加
え
、
あ
る
い
は
賦
租
を
免
じ
て
奨
励
す
る
。
こ
う
し
た
行
為
が
そ

も
そ
も
中
国
か
ら
渡
来
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い （
６
）。
近
世
に

入
る
と
、
そ
う
し
た
海
外
の
具
体
的
事
例
が
読
み
や
す
い
形
で
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

	

た
と
え
ば
浅
井
了
意
の
仮
名
草
子
『
孝
行
物
語
』（
万
治
三
年
〈
一
六
六
〇
〉
五

月
刊
）
の
多
く
の
章
段
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
る
。

か
く
て
服
と
け
て
の
ち
、
後
主
ま
た
御
つ
か
ひ
あ
り
。
す
な
は
ち
め
し
い
だ

し
て
上
将
軍
の
官
に
な
さ
れ
、
父
か
職
を
つ
か
さ
ど
れ
り
。

�

（
巻
二
「
田
昭
夫
」）

後
に
、
魏
の
明
帝
聞
つ
た
へ
給
ひ
、
す
な
は
ち
禁
裏
に
め
さ
れ
、
司
馬
の
職

に
な
さ
れ
、
官
禄
を
す
ゝ
み
て
家
さ
か
へ
け
る
と
な
り
。
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�

（
巻
二
「
王
庾
丕
」）

南
斉
の
高
帝
聞
し
め
し
て
、
官
を
す
ゝ
め
給
へ
り
。

�

（
巻
二
「
完
閔
」）

	
該
書
は
全
五
十
話
か
ら
な
る
が
、
そ
の
う
ち
二
十
話
、
つ
ま
り
四
割
が
為
政
者

か
ら
何
ら
か
の
形
で
表
彰
さ
れ
て
い
る （
７
）。

	

ま
た
朝
鮮
説
話
集
を
多
く
含
ん
だ
了
意
『
三
綱
行
実
図
』
も
同
様
で
あ
る
。
該

書
は
「
孝
子
」「
忠
臣
」「
烈
女
」
の
三
部
か
ら
成
る
。
こ
の
う
ち
「
孝
子
」
部
は

三
十
五
話
か
ら
成
る
が
、
為
政
者
か
ら
の
表
彰
を
記
し
た
章
段
は
十
二
話
と
、
三

分
の
一
強
に
及
ぶ
の
で
あ
る （
８
）。

	

さ
ら
に
言
え
ば
、
中
国
の
孝
子
二
十
四
名
を
集
め
、
日
本
で
も
古
く
よ
り
伝

わ
っ
た
漢
籍
『
二
十
四
孝
』
で
も
、
近
世
前
期
の
版
本
で
読
ん
で
い
る
と
、
孝
子

達
が
表
彰
を
受
け
た
と
い
う
記
述
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
多
い
の

は
黄
香
で
あ
る
。
彼
は
母
を
亡
く
し
、
残
さ
れ
た
父
に
よ
く
仕
え
た
。
夏
の
暑
い

時
は
枕
や
椅
子
を
扇
い
で
冷
や
し
、
冬
に
は
蒲
団
を
自
ら
の
体
で
暖
め
た
、
と
い

う
逸
話
で
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
に
つ
い
て
江
戸
時
代
の
版
本
で
は
、
続
け
て
次
の

よ
う
に
記
す
の
で
あ
る
。

か
や
う
に
か
う
〳
〵
な
る
と
て
、
た
い
し
ゆ
り
う
け
む
と
い
ひ
し
ひ
と
、
ふ

だ
を
た
て
て
、
か
れ
が
か
う
〳
〵
を
ほ
め
た
る
ほ
ど
に
、
そ
れ
よ
り
し
て
、

ひ
と
み
な
、
く
わ
う
き
や
う
こ
そ
、
か
う
〳
〵
だ
い
い
ち
の
ひ
と
な
り
と
し

り
た
る
な
り
。

		�

『
二
十
四
孝
伝
』（
寛
永
九
年
〈
一
六
三
二
〉
九
月
、
中
野
市
右
衛
門

刊
） （
９
）

		�



太
守
刘
権
と
い
ゝ
し
人
、
札
を
た
て
ゝ
彼
が
か
う
〳
〵
を
ほ
め
た
る
ほ
と

に
、
そ
れ
よ
り
し
て
人
皆
黄
香
こ
そ
孝
行
第
一
の
人
な
り
と
し
り
た
る
と
な

り
。

�

『〔
二
十
四
孝
詩
并
伝
〕』（
正
保
三
年
〈
一
六
四
六
〉
七
月
刊
） （
10
）

		�



此
時
ノ
天
子
ハ
和
帝
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
聞
セ
ラ
レ
テ
殊
外
ニ
褒
美
ナ
サ
レ
テ

色
々
ノ
賜
ヲ
下
サ
レ
タ
リ
ト
。

				�



『

二
十
四
章
孝
行
録
抄
』（
寛
文
五
年
〈
一
六
六
五
〉
正
月　

京
都
婦
屋

仁
兵
衛
刊
） （
11
）

	

右
の
よ
う
な
用
例
を
踏
ま
え
る
と
、
江
戸
時
代
前
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
孝
子

が
為
政
者
か
ら
表
彰
さ
れ
る
と
い
う
逸
話
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、
耳

慣
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
わ
か
る
。
近
世
前
期
か
ら
各
地
の
大
名
や

綱
吉
に
よ
っ
て
孝
子
良
民
の
表
彰
が
行
わ
れ
始
め
る （
12
） 

が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ

る
土
壌
は
十
分
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
　
文
字
資
料
の
伝
播
力

	

表
彰
の
逸
話
は
な
ぜ
近
世
孝
子
説
話
の
主
流
と
な
っ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
、
二
点
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

	

第
一
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
表
彰
と
い
う
行
為
が
話
型
的
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
で
あ
る
。

	

表
彰
と
い
う
結
果
は
、
聞
く
者
に
と
っ
て
、
そ
の
孝
行
が
単
な
る
噂
で
は
な
く

事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
保
証
す
る
。
先
に
見
た
通
り
、『
本
朝
孝
子
伝
』
凡
例
で
は

表
彰
さ
れ
た
孝
子
を
優
先
的
に
掲
載
す
る
と
明
記
し
て
い
た
。
こ
れ
は
権
力
へ
の

追
従
で
は
な
く
、「
浮
説
」
を
廃
し
、
事
実
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

	

す
で
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
が
、『
古
今
犬
著
聞
集
』
巻
八
の
十
三
「
孝
心
之
兄
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弟
吉
利
支
丹
名
を
借
る
事
」
は
、
寛
永
末
期
に
起
こ
っ
た
事
件
で
あ
る
。
親
を
養

う
た
め
、
兄
弟
で
偽
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
て
偽
り
の
訴
え
を
行
い
、
賞
金
を
手

に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
当
初
は
、
か
な
ら
ず
し

も
孝
子
と
し
て
の
評
価
が
定
ま
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
不
孝
者
だ
と
い
う
評
価

も
存
し
た
。
し
か
し
彼
ら
が
後
に
山
形
藩
主
・
保
科
正
之
に
藩
士
と
し
て
取
り
立

て
ら
れ
る
に
至
り
、
孝
子
だ
と
い
う
評
価
は
揺
る
が
な
い
も
の
と
な
っ
た （
13
）。

	

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
表
彰
と
い
う
明
確
な
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
有
す
る
こ
と

で
、
奇
抜
な
行
為
も
善
行
で
あ
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

	

こ
の
意
味
で
孝
子
説
話
に
お
け
る
表
彰
は
、
仏
教
説
話
に
お
け
る
成
仏
に
近
い

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

	

第
二
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
表
彰
が
文
字
資
料
を
伴
う
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

	

『
古
今
犬
著
聞
集
』、『
日
本
武
士
鑑
』、『
本
朝
孝
子
伝
』「
今
世
」
部
の
孝
子
説

話
を
通
読
し
て
ま
ず
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
左
の
よ
う
に
感
状
の
全
文
引
用
が
な

さ
れ
て
い
る
説
話
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

…
…
或
時
、
在
所
よ
り
一
里
斗
隔
し
所
に
、
公
用
の
普
請
有
し
に
、
源
三
郎

も
出
て
、
如
例
昼
休
に
帰
り
し
を
奉
行
見
て
、
辛
僉
義
せ
し
程
に
、
日
傭
の

輩
、
常
々
の
志
し
を
申
達
け
れ
ば
、
奉
行
深
感
じ
、
黄
門
公
に
申
上
し
か
ば
、

奇
特
の
者
な
り
と
て
和
佐
村
に
有
し
久
米
武
兵
衛
が
闕
所
屋
布
并
此
家
に
付

し
田
畠
山
共
に
く
だ
さ
れ
り
。
其
状
に
い
は
く
、

		�



数
年
尽
親
孝
為
勝
者
故
、
叶
天
命
達
御
耳
候
所
、
奇
特
成
義
被
思
召
候
。

別
紙
之
通
被
仰
付
候
。
難
有
可
奉
存
と
御
申
聞
可
有
之
候
。　

恐
惶
謹

言

				




天
和
三
年
癸
亥
歳
六
月
二
日�

小
倉
惣
兵
衛

�

玉
井
八
太
夫

						






　

田
屋
団
右
衛
門
殿

						






　

大
須
賀
九
郎
右
衛
門
殿

�

（『
日
本
武
士
鑑
』
巻
五
の
三
「
和
佐
村
源
三
郎
事
」）

	

感
状
は
右
に
見
え
る
通
り
、
土
地
が
与
え
ら
れ
た
り
、
租
税
が
免
除
さ
れ
た
り

す
る
よ
う
な
大
き
な
褒
賞
の
場
合
に
与
え
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
感

状
の
全
文
が
掲
載
さ
れ
た
例
は
、
一
雪
の
採
録
し
た
逸
話
で
十
二
話
中
三
話
、
懶

斎
の
採
録
し
た
逸
話
で
一
話
あ
る
。

	

孝
子
説
話
に
感
状
が
引
用
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る

の
に
有
用
な
例
が
、
教
訓
物
仮
名
草
子
『
為
人
鈔
』（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
刊
）

に
見
え
る
。
こ
の
巻
二
の
十
三
「
柴シ
バ

木キ

村ム
ラ

甚ジ
ン

助ス
ケ

行ノ
㆓
孝カ

ウ 

悌テ
イ
ヲ㆒

弁
」
は
、『
古
今
犬
著

聞
集
』『
本
朝
孝
子
伝
』
の
両
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
柴
木
村
甚
助
に
つ
い
て
記
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
全
文
を
引
用
し
て
み
る
。

昔
、
智
ア
ル
人
ノ
云
ル
ハ
、
其
以
前
、
上
洛
ノ
志
コ
ヽ
ロ
ザ
シア

ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
我ワ

ガ

ス
ム

浦ウ
ラ

ノ
湊ミ

ナ
トヨ

リ
、
順ジ

ユ
ン
フ
ウ風ニ

帆ホ

ヲ
揚ア

ゲ

テ
遙ハ

ル

々〴
〵

ノ
海
上
ヲ
凌シ

ノ

ギ
、
漸ヤ

ウ
ヤク

備ビ

前
ノ
牛
窓マ

ド

ニ
汐
カ
ヽ
リ
ノ
為
ニ
、
舶フ

ネ

ヲ
ヨ
セ
テ
、
篷ト

マ

裏ウ
チ

ノ
窮キ

ウ

屈ク
ツ

ヲ
伸ノ

ベ

ン
タ
メ
、
市シ

中
ニ

ア
ガ
リ
、
彼カ
ナ
タ方
此コ

ナ
タ方
ヲ
見
ア
リ
キ
見
侍
レ
バ
、
山
際ギ

ハ

ニ
一
宇ウ

ノ
祠ヤ

シ
ロア
リ
。
立

寄
、
敬ケ
イ

ヲ
ナ
シ
テ
堂ダ

ウ

主シ
ユ

ノ
沙シ

ヤ

弥ミ

ニ
近チ

カ
ヅキ
、
其
国
ノ
風
儀
ヲ
聊
問
ヌ
ル
時
、
其

席セ
キ

ニ
、
齢ヨ

ハ
イ不ル

㆑
迷マ

ヨ
ハホ

ド
ノ
人
ト
覚
エ
テ
、
卓シ

ヨ
クニ

靠
ヨ
リ
カ
ヽリ

テ
、
書シ

ヨ

ナ
ド
読ヨ

ミ

テ
居
タ

リ
シ
ガ
、
慇イ
ン

懃ギ
ン

ニ
我
ヲ
請シ

ヤ
ウジ

テ
、
国
中
ノ
ア
ラ
マ
シ
ヲ
語
リ
出
セ
ル
。

	

其
物
語
ヲ
聞
居
タ
ル
中
ニ
、
備
中ノ

浅ア
サ

口ク
チ

郡
柴シ

バ

木キ

村
ニ
甚
助
ト
云
農
人
ア

リ
。
僻ヘ
キ

地
ノ
民
ナ
レ
バ
、
孝
悌
ノ
教
ハ
、
誰
ア
ツ
テ
説
聞
セ
ン
ヤ
。
サ
レ
ド

モ
彼
者
、
親
兄
弟
ニ
孝
悌
ノ
道
ヲ
尽
ス
事
、
更
ニ
比ヒ

類ル
イ

ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
備ビ

陽ヤ
ウ

君ク
ン

是
ヲ
聞
タ
マ
ヒ
、
感カ

ン

心
不シ

テ㆑
浅ア

サ
カ
ラ、

或
時
、
自ジ

筆ヒ
ツ

ニ
感
状
ヲ
書
テ
、
甚
助

ニ
給
ハ
リ
シ
。
其
状
ニ
曰
、
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備
中ノ

国
浅
口
郡
大
嶌
柴
木
村
拘カ

ヽ
ヘ
ノ

  

分ブ
ン

、
田
方
三
反ダ

ン

、
畠
方
二
反
、
都
合

五
反
。
依テ㆑
感ス

ル
ニ㆑

有ヲ㆓
孝
悌ノ

之
行
㆒、
永エ

イ

代タ
イ

与ア
タ
フ㆑

之ヲ

。
素

モ
ト
ヨ
リ

僻ヘ
キ

地
之
民
、
雖ト

モ㆑

不ト
㆑
知ラ
㆑
有コ

ト
ヲ㆓
孝
悌ノ

之
行
㆒、
誠ニ

天
質シ

ツ

霊レ
イ

妙
也
。
郡
中
皆
至テ

愁ウ
レ
ヘ

共ニ

美ホ
ム

。
是
天

之ノ

霊
也
。
故
以テ
㆓
天
禄ロ

ク
ヲ㆒  

賞
シ
ャ
ウ
ズ
ル㆑
之ヲ

也
。

					





承
応
三
年

						






　

十
一
月
十
三
日　

光
政
判�

柴
木
村
甚
助

誠
ニ
、
有
難
キ
国
主
ノ
志
、
天
鑑カ
ン

雲ク
モ

リ
無
シ
テ
、
森シ

ン

羅ラ

万
像ザ

ウ

ヲ
照
シ
、
大
明

メ
イ
ニ

無ナ
ク

㆓
私シ

照セ
ウ

㆒、
至シ

イ

公コ
ウ
ニ

無
㆓
私
心
㆒
ト
カ
ヤ
。
サ
レ
バ
、
甚
助
ガ
孝
悌
ノ
道
ニ
叶カ

ナ

ヘ

ル
事
、
生
知
ト
モ
云
ツ
ベ
シ
。
諸
国
ノ
遠ヱ
ン

里
辺ヘ

ン

土ド

ニ
モ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
者
有
ヘ

ケ
レ
ド
モ
、
其
名
埋ウ
ヅ
モレ

テ
、
末
代
ニ
聞
エ
ザ
ラ
ン
ハ
残
多
キ
事
ナ
リ
。
我
ト

同
志
ノ
人
ア
ラ
バ
、
聞
伝
テ
、
書
ニ
記シ
ル

シ
、
後
世
ニ
留ト

メ

給
ハ
ヾ
、
幸カ

ウ

甚ジ
ン

々
々 （
14
）。

	

あ
る
人
が
京
都
へ
行
こ
う
と
し
て
、
海
路
の
途
次
で
牛
窓
に
停
泊
し
た
。
そ
こ

で
あ
る
祠
の
堂
主
か
ら
国
の
風
儀
を
聞
い
て
い
る
と
、
同
席
の
人
が
甚
助
の
話
を

教
え
て
く
れ
た
。
甚
助
は
孝
悌
の
道
を
実
践
し
て
い
た
の
で
、
備
前
の
殿
様
が
自

筆
の
感
状
を
書
い
た
と
し
て
、
そ
の
文
章
を
全
文
引
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
天

鑑
雲
リ
無
」
と
国
主
が
見
逃
さ
ず
に
表
彰
し
た
事
を
賞
賛
し
、
自
分
と
同
じ
志
を

持
つ
の
は
、
同
じ
よ
う
に
後
世
に
書
き
伝
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い

る
。

	

『
為
人
鈔
』
で
興
味
深
い
の
は
、
感
状
の
全
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
甚
助
が
ど
の
よ
う
な
孝
行
を
し
た
か
に
つ
い
て
、
全
く
記
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
説
話
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
感
状
の
写

し
を
目
に
し
た
こ
と
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
感
状
の
写

し
を
見
せ
ら
れ
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
の
話
は
聞
か
さ
れ
て
い
な
い
、
と
言
っ
て

良
い
か
も
し
れ
な
い
。

	

そ
し
て
こ
の
『
為
人
鈔
』
の
例
か
ら
は
、
感
状
を
介
し
た
伝
播
が
、
決
し
て
為

政
者
が
主
導
し
た
も
の
で
は
な
い
ら
し
い
こ
と
も
分
か
る
。
文
字
資
料
の
伝
播
は

為
政
者
の
手
を
離
れ
、
人
か
ら
人
へ
と
伝
わ
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か

に
な
る
。

五
　
孝
子
伝
と
い
う
文
字
資
料

	

文
字
資
料
が
伝
播
を
促
す
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、『
本
朝
孝
子
伝
』

「
今
世
」
部
の
持
つ
あ
る
特
徴
に
つ
い
て
も
考
え
を
及
ぼ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

	

先
に
も
述
べ
た
通
り
、『
本
朝
孝
子
伝
』
に
は
、
林
家
の
儒
者
が
書
い
た
孝
子
伝

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
一
章
と
な
し
て
い
る
章
段
が
存
す
る
。
具
体
的
に
は
、
一

「
大
炊
頭
源
好
房
」（
弘
文
院
林
学
士
曽
撰
好
房
行
状
其
略
）、
十
三
「
芦
田
為
助
」

（
林
学
士
之
所
作
）
十
四
、「
安
永
安
次
」（
林
丈
春
常
之
所
作
）
十
五
「
大
矢
野
孝

子
」（
人
見
丈
友
元
之
所
作
）
の
四
章
で
あ
る
。

	

有
働
裕
「『
本
朝
二
十
不
孝
』
論
序
説
― 『
本
朝
孝
子
伝
』
と
諸
国
巡
検
使
を

視
野
に
入
れ
て
―
」 （
15
） 

は
こ
れ
ら
の
章
段
に
触
れ
た
上
で
、

と
す
れ
ば
、『
本
朝
孝
子
伝
』
は
、
官
製
孝
子
伝
に
近
い
性
格
を
持
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巡
検
使
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、
ま
ず
は
林
家
に
よ

り
作
成
さ
れ
て
お
上
か
ら
下
さ
れ
る
孝
子
伝
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
た
一
種

の
普
及
版
と
し
て
の
役
割
を
『
本
朝
孝
子
伝
』
今
世
部
が
果
た
し
て
い
た
と

い
え
る
。
そ
の
点
で
、
巷
説
と
し
て
流
布
し
た
民
間
孝
行
説
話
や
因
果
譚
、

中
国
孝
子
・
不
孝
説
話
と
は
『
本
朝
孝
子
伝
』
は
性
格
を
異
に
し
て
い
た
。

と
、
官
製
孝
子
伝
の
普
及
版
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
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『
本
朝
孝
子
伝
』
掲
載
の
林
家
執
筆
孝
子
伝
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
「
松
平
忠

房
の
孝
子
伝
―
漢
文
孝
子
伝
の
役
割
と
展
開
」 （
16
） 

で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
林
家
が
執
筆
し
た
孝
子
伝
は
す
べ
て
福
知
山
藩
主
・
島
原
藩
主
を
歴
任
し
た

松
平
忠
房
の
依
頼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
藤
井
懶
斎
は
当

時
林
家
と
直
接
の
面
識
が
無
か
っ
た
。
懶
斎
と
松
平
忠
房
と
に
直
接
面
識
が
あ
っ

た
様
子
も
見
え
な
い
た
め
、
こ
の
林
家
の
文
章
は
、
林
家
や
松
平
忠
房
か
ら
直
接

得
た
と
は
考
え
難
い
。
と
な
れ
ば
こ
の
林
家
執
筆
孝
子
伝
の
流
布
も
、
先
に
見
た

甚
助
の
感
状
と
相
似
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

	

懶
斎
は
『
本
朝
孝
子
伝
』
に
林
家
執
筆
の
孝
子
伝
を
一
字
一
句
変
え
ず
に
掲
載

し
、
そ
の
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
だ
け
を
見
れ
ば
、
た
し
か
に
こ
れ
は

お
上
か
ら
下
さ
れ
た
孝
子
伝
の
普
及
版
、
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ

の
流
布
の
様
子
を
考
え
れ
ば
、
い
か
に
も
近
世
的
な
孝
子
説
話
の
受
容
の
仕
方

だ
っ
た
と
考
え
て
何
ら
お
か
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

六
　
表
彰
さ
れ
な
い
孝
子
説
話

	

こ
こ
ま
で
、
為
政
者
に
表
彰
さ
れ
た
逸
話
の
多
さ
と
、
表
彰
が
も
つ
伝
播
力
に

つ
い
て
強
調
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
一
雪
・
懶
斎
の
両
人
と
も
、
表

彰
さ
れ
て
い
な
い
孝
子
説
話
を
も
一
定
数
収
録
し
て
い
る
。
表
彰
を
重
視
す
る
よ

う
に
見
え
な
が
ら
、
表
彰
さ
れ
な
い
孝
子
を
も
掲
載
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ

の
こ
と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
、
一
雪
・
懶
斎
が
掲
載
し
た
説
話
の
全
体
像
に
つ

い
て
の
把
握
を
試
み
た
い
。

	

孝
子
表
彰
が
な
さ
れ
て
い
な
い
章
段
を
見
て
み
る
と
い
く
つ
か
の
傾
向
に
気
づ

か
さ
れ
る
。

	

ま
ず
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、『
二
十
四
孝
』
の
王
祥
や
孟
宗
、
郭
巨
な
ど
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
、
奇
跡
に
よ
っ
て
神
明
の
加
護
を
得
た
逸
話
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

	

『
古
今
犬
著
聞
集
』
巻
一
の
一
「
孝
行
女
人
神
明
有
」
は
、
タ
イ
ト
ル
に
も
記
す

通
り
、
親
を
訪
ね
て
出
雲
か
ら
江
戸
へ
旅
し
よ
う
と
し
た
娘
が
、
途
中
で
寄
っ
た

伊
勢
神
宮
の
加
護
に
よ
り
、
箱
根
の
関
所
を
無
事
抜
け
る
こ
と
が
で
き
て
父
に
会

え
た
、
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
父
が
仕
え
て
い
た
甲
良
助
五
郎
（
甲
良
豊
前
守
）

が
父
娘
に
人
を
添
え
て
古
郷
へ
送
り
届
け
て
や
る
と
い
う
結
末
は
あ
る
が
、
為
政

者
か
ら
の
表
彰
と
言
う
に
は
足
り
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

	

ま
た
『
本
朝
孝
子
伝
』
追
加
三
「
神
山
孝
女
」
は
、
囚
わ
れ
た
父
を
助
け
よ
う

と
娘
が
山
奥
の
観
音
に
詣
で
、
そ
の
奇
瑞
で
父
の
足
か
せ
が
外
れ
る
、
と
い
う
話

で
あ
る
。
為
政
者
か
ら
の
表
彰
に
つ
い
て
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

	

こ
の
よ
う
な
逸
話
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
雪
・
懶
斎
の
説

話
収
集
が
、
表
彰
一
辺
倒
、
現
実
一
辺
倒
の
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

	

先
に
筆
者
は
岡
山
藩
で
成
っ
た
『
備
陽
善
人
記
』
と
『
続
備
陽
善
人
記
』
と
を

比
較
し
て
、『
備
陽
善
人
記
』
の
方
に
は
表
彰
が
記
さ
れ
て
い
な
い
記
事
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る （
17
）。
こ
の
理
由
は
『
備
陽
善
人
記
』
と
『
続

備
陽
善
人
記
』
と
の
両
書
が
藩
の
表
彰
に
対
し
て
異
な
る
ス
タ
ン
ス
で
書
か
れ
た

た
め
で
あ
っ
た
。

	

『
古
今
犬
著
聞
集
』『
日
本
武
士
鑑
』『
本
朝
孝
子
伝
』
が
、『
備
陽
善
人
記
』
の

方
と
同
様
の
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
と
、
こ
の
表
彰
説
話
、
非
表
彰
説
話

の
混
在
が
理
解
で
き
る
。
た
し
か
に
こ
れ
ら
に
表
彰
の
記
事
は
多
い
。
し
か
し
そ

れ
は
為
政
者
の
表
彰
と
直
結
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ

こ
だ
わ
り
な
く
孝
子
説
話
を
探
し
集
め
た
結
果
、
先
に
見
た
よ
う
な
、
孝
子
表
彰
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と
い
う
事
象
が
も
た
ら
す
様
々
な
伝
播
し
や
す
さ
に
よ
っ
て
、
自
然
と
表
彰
説
話

を
多
く
採
録
す
る
に
至
っ
た
、
と
考
え
た
方
が
実
情
に
即
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
　
情
報
圏
と
孝
子
説
話

	

彼
ら
の
説
話
採
録
を
司
る
も
の
と
し
て
、
表
彰
の
有
無
よ
り
一
層
力
が
あ
っ
た

と
考
え
る
の
は
、
情
報
圏
で
あ
る
。

	

一
雪
と
懶
斎
と
が
集
め
た
孝
子
説
話
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
集

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
意
外
な
ほ
ど
に
重
複
が
多
く
な
い
。
一

雪
の
側
か
ら
言
え
ば
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
五
の
一
「
柴
木
村
甚
助
孝
行
」、
巻
十

の
一
「
達
天
下
五
郎
右
衛
門
孝
行
の
事
」、『
日
本
武
士
鑑
』
巻
四
の
八
「
紺
屋
惣

太
夫
孝
行
」
の
三
話
の
み （
18
）。
他
は
す
べ
て
独
自
の
人
物
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
採
録
説
話
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
圏
の
違
い
に
よ
る
も
の
ら
し
い
の

で
あ
る
。

	

先
の
一
覧
で
《　

》
内
に
説
話
の
舞
台
と
な
っ
た
地
域
を
示
し
て
お
い
た
。
一

雪
の
集
め
た
孝
子
説
話
を
懶
斎
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
特
徴
的
な
地
域
が
い
く

つ
か
目
に
着
く
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
尾
張
、
紀
伊
、
阿
波
と
い
っ
た
あ
た
り
で

あ
ろ
う
か
。
尾
張
は
『
古
今
犬
著
聞
集
』
巻
二
の
四
「
孝
行
の
子
、
盗
ニ
入
事
」

の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
紀
伊
は
『
日
本
武
士
鑑
』
巻
四
の
六
「
豆
腐
屋
六
左
衛

門
」、
同
巻
五
の
三
「
和
佐
村
源
三
郎
事
」
の
舞
台
で
あ
る
。

	

『
日
本
武
士
鑑
』
巻
五
の
二
の
収
め
ら
れ
た
長
編
「
矢
嶋
屋
忠
兵
衛
事
」
は
や
や

注
意
を
要
す
る
。
阿
波
国
板
野
郡
の
八
郎
右
衛
門
は
仕
事
の
た
め
に
東
国
へ
渡
っ

て
い
た
。
伊
豆
国
河
津
に
数
年
住
ん
で
い
た
と
い
う
噂
を
頼
り
に
、
息
子
の
権
平

が
父
を
訪
ね
て
一
人
伊
豆
へ
と
旅
立
っ
た
。
河
津
に
着
く
と
、
親
の
住
む
と
い
う

不
動
院
の
住
職
か
ら
、
父
が
陸
奥
国
石
巻
へ
行
っ
た
と
知
ら
さ
れ
る
。
江
戸
へ
出

て
、
鉄
砲
津
の
河
津
問
屋
久
五
郎
、
仙
台
宿
小
兵
衛
を
頼
っ
て
石
巻
へ
船
で
行
く

が
、
そ
こ
で
ま
た
も
、
父
が
既
に
石
巻
を
出
て
関
東
へ
向
か
っ
た
と
知
ら
さ
れ
る
。

だ
が
山
口
甚
兵
衛
な
る
人
物
の
世
話
で
翌
朝
船
に
乗
り
、
こ
ぶ
し
と
い
う
港
で
よ

う
や
く
父
に
面
会
を
果
た
し
た
、
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
章
段
は
、
阿
波
→

江
戸
→
陸
奥
→
関
東
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
を
遍
歴
し
て
い
た
め
、
主
た
る
地
域
が

ど
こ
で
あ
る
か
判
断
し
に
く
い
。
し
か
し
孝
子
の
も
と
も
と
の
居
住
地
は
阿
波
で

あ
り
、
末
尾
に
も
、

親
の
手
を
引
、
日
数
を
経
て
、
古
郷
に
帰
り
、
今
は
徳
島
佐
古
町
に
矢
嶋
屋

忠
兵
衛
と
て
、
家
富
で
、
親
子
一
所
に
住
侍
し

と
、
最
終
的
に
に
徳
島
に
住
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
阿
波
の
話
と

考
え
て
お
い
て
良
い
だ
ろ
う
。

	

こ
う
し
た
一
雪
孝
子
説
話
の
地
域
的
特
徴
は
、
彼
の
活
動
範
囲
と
一
致
す
る
点

が
あ
る
よ
う
だ
。
井
上
敏
幸
「
椋
梨
一
雪
年
譜
稿
」 （
19
） 

に
よ
れ
ば
、
一
雪
は
寛
永

八
年
（
一
六
三
一
）
京
都
に
生
ま
れ
京
都
に
育
っ
た
。
し
か
し
寛
文
七
年
（
一
六

六
七
）
か
ら
七
年
間
江
戸
に
在
住
し
た
と
い
う
。
ま
た
彼
は
延
宝
四
年
（
一
六
七

六
）
ご
ろ
に
は
阿
波
に
住
ん
で
い
た
形
跡
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
俳
諧
師
で
あ
っ

た
一
雪
の
場
合
、
彼
の
俳
諧
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
無
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
た

と
え
ば
寛
文
十
二
年
（
六
七
二
）
ご
ろ
刊
の
一
雪
編
著
『
洗
濯
物
追
加
晴
小
袖
』

に
は
、
尾
張
の
作
者
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

	

紀
伊
と
の
つ
な
が
り
は
伝
記
的
に
は
見
出
し
難
い
が
、『
古
今
犬
著
聞
集
』
の
全

体
を
眺
め
れ
ば
、
紀
伊
が
彼
の
情
報
圏
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
了
解
で

き
る
。
孝
子
説
話
以
外
の
説
話
で
、
巻
七
「
法
燈
寺
建
立
の
事
」、
同
「
真
名
古
村

邪（
マ
マ
）身

の
事
」、
巻
九
「
迷
霊
、
子
を
育
事
」、
同
「
土
民
、
義
死
を
遁
る
る
事
」、
同
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「
神
宮
寺
車
塚
の
事
」
な
ど
、
数
多
く
紀
伊
を
舞
台
と
し
た
説
話
が
見
出
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

	
こ
の
よ
う
に
一
雪
の
採
録
し
た
孝
子
説
話
の
範
囲
は
、
尾
張
・
紀
伊
・
阿
波
と

い
う
一
雪
の
情
報
圏
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

	

い
っ
ぽ
う
懶
斎
の
場
合
、
六
十
歳
ま
で
久
留
米
藩
医
と
し
て
仕
え
て
い
た
関
係

上
、
九
州
と
の
関
わ
り
が
大
き
い
。

	

先
に
も
触
れ
た
林
家
作
の
孝
子
伝
は
、
江
戸
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
よ
り
は
、

松
平
忠
房
が
藩
主
を
務
め
た
島
原
か
ら
伝
わ
っ
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
十
六
「
中
原
休
白
」
に
は
「
得テ
㆓
中
原
休
白
孝
状
之ノ

実
記ヲ

於
筑
州
人ニ
㆒
」
と
あ

る
。
こ
れ
が
『
本
朝
孝
子
伝
』
の
添
削
に
も
関
わ
っ
た
と
い
う （
20
） 

貝
原
益
軒
あ
る

い
は
そ
れ
に
近
い
人
物
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
岡
山
藩
の
逸
話
が
二
十
話
中
六
話
を
占
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
際
に
面
識

の
あ
っ
た
『
備
陽
善
人
記
』
の
作
者
・
岡
山
藩
儒
小
原
大
丈
軒
と
の
と
の
関
わ
り

が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
さ
ら
に
懶
斎
は
生
地
で
あ
り
後
半
生
に
暮
ら
し
た

地
で
も
あ
る
京
都
の
逸
話
も
拾
っ
た
。「
川
井
正
直
」
は
京
都
で
生
き
た
懶
斎
の
学

弟
と
も
言
う
べ
き
知
友
を
孝
子
と
し
て
扱
っ
た
章
段
で
あ
る
。
さ
ら
に
懶
斎
は
何

度
か
江
戸
へ
も
訪
れ
た
形
跡
が
あ
る
。「
今
世
」
部
七
「
神
田
五
郎
作
」
は
そ
の
旅

の
成
果
か
も
し
れ
な
い （
21
）。

	

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
一
雪
・
懶
斎
は
、
情
報
圏
に
入
っ
て
き
た
孝
子
説

話
を
採
取
し
た
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
両
者
の
情
報
圏
の
違
い
が
、
そ
の

ま
ま
採
録
説
話
の
違
い
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

	

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
孝
子
説
話
を
採
取
し
よ
う
と
し

て
も
、
四
分
の
三
程
度
が
表
彰
さ
れ
た
説
話
に
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
当
時
に

お
け
る
孝
子
説
話
の
状
況
で
あ
る
。
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
い
換
え
れ
ば
、
表
彰
さ

れ
て
い
な
い
逸
話
も
、
為
政
者
か
ら
表
彰
さ
れ
た
逸
話
も
、
感
状
の
写
し
が
伴
う

逸
話
も
、
林
家
に
よ
る
孝
子
伝
を
掲
載
し
た
逸
話
も
、
一
雪
・
懶
斎
に
と
っ
て
は

全
て
広
い
意
味
で
の
巷
説
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
当
時
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
孝

子
表
彰
説
話
は
あ
た
り
ま
え
に
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

八
　
お
わ
り
に

	

以
上
、
為
政
者
に
よ
る
孝
子
表
彰
が
当
時
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
、

と
い
う
問
題
つ
い
て
、
椋
梨
一
雪
、
藤
井
懶
斎
の
著
作
を
中
心
に
検
討
し
て
来
た
。

	

一
雪
『
古
今
犬
著
聞
集
』『
日
本
武
士
鑑
』、
懶
斎
『
本
朝
孝
子
伝
』「
今
世
」
部

に
掲
載
さ
れ
た
当
代
の
孝
子
説
話
に
お
け
る
表
彰
さ
れ
た
逸
話
の
割
合
を
確
認
し

て
み
る
と
、
ど
ち
ら
も
お
よ
そ
七
五
％
と
、
か
な
り
の
高
率
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
数
値
を
示
し
た
の
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
考
え
ら
れ

る
。

	

ま
ず
第
一
と
し
て
、
孝
子
表
彰
を
受
け
止
め
る
環
境
が
十
分
に
整
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
る
。
近
世
に
為
政
者
に
よ
る
孝
子
良
民
表
彰
が
本
格
的
に
始
ま
る
以
前
、

す
で
に
六
国
史
や
『
信
長
記
』、
漢
籍
を
粉
本
と
し
た
仮
名
草
子
、
漢
籍
『
二
十
四

孝
』
の
日
本
に
お
け
る
注
釈
書
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
で
に
孝
子
が
為
政
者
に
表
彰

さ
れ
る
と
い
う
逸
話
は
十
分
に
流
布
・
浸
透
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

	

第
二
と
し
て
孝
子
表
彰
説
話
の
伝
播
し
や
す
さ
が
あ
る
。
孝
子
が
為
政
者
か
ら

表
彰
さ
れ
た
、
と
い
う
結
末
を
持
つ
説
話
は
、
①
孝
子
に
対
す
る
評
価
が
揺
る
ぎ

が
た
い
、
②
文
字
資
料
が
伴
う
、
と
い
う
伝
播
し
や
す
い
性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
。

	
い
っ
ぽ
う
で
一
雪
・
懶
斎
の
著
作
は
表
彰
が
な
さ
れ
て
い
な
い
孝
子
の
逸
話
も

一
定
数
収
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
孝
子
表
彰
説
話
の
多
さ
が
、
為
政
者
の
政
治
に



12

率
先
し
て
迎
合
し
た
結
果
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
一
雪
・
懶

斎
が
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
圏
に
入
っ
て
き
た
孝
子
説
話
を
集
め
た
結
果
、
先
に
挙
げ

た
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
お
の
ず
と
孝
子
表
彰
説
話
の
割
合
が
高
く
な
っ
た
と
考

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
孝
子
表
彰
説
話
と
表
彰
さ
れ
な
い

孝
子
説
話
と
は
、
渾
然
一
体
と
な
っ
て
流
布
し
て
い
た
。
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
そ

れ
は
、
孝
子
表
彰
説
話
が
巷
説
の
一
部
と
し
て
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。

	

こ
の
よ
う
に
孝
子
表
彰
説
話
が
浸
透
し
て
い
た
現
状
を
踏
ま
え
た
時
、
当
時
の

人
々
が
孝
子
表
彰
に
対
し
、
封
建
体
制
強
化
と
い
う
意
図
を
か
ぎ
取
っ
て
苦
々
し

い
思
い
を
し
て
い
た
と
見
な
す
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

	

江
戸
時
代
の
封
建
制
度
下
に
お
け
る
人
々
の
意
識
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
中

野
三
敏
「
江
戸
文
化
再
考
―
そ
し
て
近
代
の
成
熟
」 （
22
） 

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。江

戸
社
会
の
安
定
と
い
う
の
は
要
す
る
に
、
被
支
配
者
階
級
は
支
配
階
級
に

対
し
て
、
全
く
自
分
た
ち
が
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
す
ら
感
じ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
一
言
で
言
え
ば
被
支
配
者
が
支
配
者
に
対
し
て

絶
対
的
な
信
頼
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
尽
き
る
。

	

本
稿
で
見
て
き
た
近
世
前
期
に
お
け
る
孝
子
表
彰
言
説
に
つ
い
て
の
検
討
結
果

は
、
右
の
構
想
を
裏
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
「
孝
子
の
表
彰
に
よ
る
封

建
体
制
の
維
持
」
と
い
う
視
点
は
、
封
建
体
制
そ
の
も
の
を
問
題
視
す
る
よ
う
な
、

お
そ
ら
く
近
世
前
期
に
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
視
野
か
ら
の
視
点
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
誤
解
を
恐

れ
ず
に
言
え
ば
、
時
代
に
即
し
て
考
え
る
限
り
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
こ
と
、
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

	

少
な
く
と
も
、
近
世
の
孝
に
関
す
る
研
究
で
「
封
建
制
度
強
化
」
と
い
う
こ
と

を
結
論
に
据
え
る
視
点
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
は
大
い
に
許
さ
れ
る
し
、
む
し
ろ

そ
の
方
が
江
戸
文
化
の
実
態
に
即
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
筆
者
は
今
後
も
、
孝

が
近
世
文
化
に
お
い
て
有
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
ま
ま
に
掬
い
取
る
よ
う
な
研

究
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

注（
１
）	

菅
野
則
子
『
江
戸
時
代
の
孝
行
者
』（
平
成
十
一
年
八
月　

吉
川
弘
文
館
）、
妻
鹿
淳

子
『
近
世
の
家
族
と
女
性
』（
平
成
二
十
年
四
月　

清
文
堂
）
な
ど
。

（
２
）	

こ
の
章
段
の
結
末
は
、
甲
良
助
五
郎
（
甲
良
豊
前
守
）
が
父
娘
に
人
を
添
え
て
故
郷

へ
送
り
届
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
広
い
意
味
で
は
表
彰
と
見
な
し
て
も
差
し
支
え

な
い
の
だ
が
、
本
稿
で
は
表
彰
さ
れ
た
章
段
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

（
３
）	

林
市
郎
左
衛
門
の
町
奉
行
在
任
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
五
月
十
五
日
～
延
宝
元

年
（
一
六
七
八
）
七
月
十
三
日
（『
士
林
泝
洄
』
百
八
巻
に
よ
る
）。

（
４
）	

『
日
本
武
士
鑑
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
燈
下
録
』
巻
之
七
名
東
郡
・
名
西
郡

之
部
「
八
嶋
忠
兵
衛
の
伝
」
に
よ
れ
ば
、
彼
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
公
よ
り
米
・

白
銀
を
賜
っ
て
い
る
。
た
だ
し
本
稿
は
実
際
に
表
彰
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
表
彰

を
記
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
注
目
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
表
彰
な
し
と
し

て
お
い
た
。

（
５
）	

引
用
は
古
典
文
庫
本
〈
底
本
寛
永
頃
写
本
〉
に
よ
っ
た
。

（
６
）	

桑
原
隲
蔵
『
中
国
の
孝
道
』（
昭
和
五
十
二
年
七
月　

講
談
社
学
術
文
庫
）。

（
７
）	

了
意
『
孝
行
物
語
』
に
お
い
て
為
政
者
に
よ
る
表
彰
が
記
さ
れ
た
章
段
の
全
て
を
挙

げ
て
お
く
。
巻
一
の
五
「
揚
香
」、
一
の
七
「
丁
蘭
」、
一
の
十
「
徐
積
」、
二
の
一
「
田

昭
夫
」、
二
の
三
「
王
庚
丕
」、
二
の
五
「
完
閔
」、
二
の
七
「
蘭
孫
」、
二
の
八
「
黄
瓊
」、

三
の
一
「
王
少
玄
」、
三
の
二
「
薛
包
」、
三
の
七
「
潘
綜
」（
帝
が
地
名
を
改
め
る
）、
四

の
一
「
鄭
伯
仲
」、
四
の
二
「
李
馮
」、
四
の
三
「
范
元
直
」、
四
の
六
「
劉
氏
」、
五
の
四

「
王
崇
」、
五
の
五
「
黄
香
」、
五
の
七
「
吉
翂
」、
六
の
六
「
朱
元
」、
六
の
八
「
江
革
」。
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（
８
）	

『
三
綱
行
実
図
』「
孝
子
」
部
に
お
い
て
為
政
者
に
よ
る
表
彰
が
記
さ
れ
た
章
段
の
全

て
を
挙
げ
て
お
く
。
上
三
「
楊
香
搤
虎
」、
上
六
「
江
革
巨
孝
」、
上
七
「
薛
包
洒
掃
」、

上
九
「
黄
香
扇
枕
」、
上
十
「
丁
蘭
刻
木
」、
中
五
「
王
祥
剖
氷
」、
中
八
「
潘
綜
救
父
」、

中
十
一
「
吉
翂
代
父
」、
下
一
「
王
崇
止
雹
」、
下
四
「
徐
積
篤
行
」、
下
七
「
劉
氏
孝
姑
」

下
十
一
「
殷
保
感
烏
」。

（
９
）	

引
用
は
金
沢
市
立
図
書
館
稼
堂
文
庫
本
（
請
求
記
号
〇
九
〇
／
九
／
三
九
五
。
国
文

学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
っ
た
。

（
10
）	

引
用
は
徳
田
進
氏
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
っ
た
。

（
11
）	

引
用
は
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵
本
（
請
求
記
号
三
六
五
／
六
／
六
。
国
文
学
研
究

資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
っ
た
。

（
12
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
本
近
世
に
お
け
る
孝
子
表
彰
の
発
生
―
孝
子
説
話
研
究

の
た
め
に
」（「
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
」
第
八
号
〈
平
成
二
十
一
年
六
月
東
ア
ジ
ア
比
較

文
化
国
際
会
議
〉）
に
整
理
し
た
。

（
13
）	

拙
稿
「
偽
キ
リ
シ
タ
ン
兄
弟
伝
の
流
転
―
近
世
孝
子
説
話
の
問
題
と
し
て
」（「
金
沢

大
学
国
語
国
文
」
二
十
六
号
〈
平
成
二
十
三
年
三
月　

金
沢
大
学
国
語
国
文
会
〉）。

（
14
）	

『
為
人
鈔
』
の
引
用
は
『
仮
名
草
子
集
成
』
第
五
巻
（
昭
和
五
十
九
年
十
月　

東
京
堂
）

に
よ
る
。

（
15
）	

「
国
語
と
国
文
学
」
第
八
十
三
巻
十
号
（
平
成
十
八
年
十
月　

東
京
大
学
国
語
国
文
学

会
）。

（
16
）	

「
近
世
文
芸
」
九
十
一
（
平
成
二
十
二
年
一
月　

日
本
近
世
文
学
会
）。

（
17
）	

拙
稿
「
表
彰
の
孝
子
伝
、
巷
説
の
孝
子
伝
―
岡
山
の
孝
子
表
彰
と
孝
子
伝
」（『
明
星

大
学
日
本
文
化
学
部
共
同
研
究
論
集
十　

言
語
と
芸
術
』
平
成
十
九
年
三
月　

明
星
大

学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
）。

（
18
）	

こ
の
重
複
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
掲
井
上
稿
が
指
摘
し
、
文
章
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
本
稿
で
は
む
し
ろ
重
複
の
少
な
さ
に
着
目
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
19
）	

「
近
世
文
芸
」
三
十
（
昭
和
五
十
五
年
三
月　

日
本
近
世
文
学
会
）。

（
20
）	

『
福
岡
藩
儒
竹
田
春
菴
宛
書
簡
集
』（
平
成
二
十
一
年
五
月　

雅
俗
の
会
）「
解
説
」（
大

庭
卓
也
執
筆
）。

（
21
）	

井
上
敏
幸
「
近
世
的
説
話
文
学
の
誕
生
」（『
説
話
文
学
の
世
界
』〈
昭
和
六
十
二
年
十

一
月　

世
界
思
想
社
〉
所
収
）
は
懶
斎
が
江
戸
へ
の
取
材
旅
行
ほ
か
懶
斎
の
情
報
圏
に

つ
い
て
す
で
に
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
情
報
源
に
つ
い
て
は
拙
案
と
異
な
る

点
も
あ
る
が
、
総
じ
て
賛
同
す
べ
き
意
見
で
あ
る
。

（
22
）	

講
演
録
。「
成
城
国
文
学
」
第
二
十
四
号
（
平
成
二
十
年
〈
二
〇
〇
八
〉
三
月　

成
城

国
文
学
会
）。
ま
た
同
「
江
戸
の
大
衆
文
化
」（『
江
戸
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
』
平
成
十
七

年
一
月　

至
文
堂
）
で
も
、「
私
見
を
述
べ
れ
ば
、
江
戸
の
庶
民
は
、
為
政
者
に
対
し
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
大
筋
に
お
い
て
変
ら
ぬ
信
頼
を
寄
せ
続
け
、
上
下
一
体
の
価
値

観
を
懐
き
続
け
て
い
た
よ
う
に
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

付
　
記

こ
の
論
文
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
）「『
本
朝
孝
子
伝
』
研
究
―
「
孝
」

か
ら
見
た
近
世
前
期
文
学
の
再
検
討
」
課
題
番
号
二
〇
七
二
〇
〇
〇
六
三　

研
究
代
表
者
・

勝
又
基
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
論
文
は
拙
稿
「
表
彰
の
孝
子
伝
、
巷
説
の
孝
子
伝
―
岡
山
の
孝
子
表
彰
と
孝
子

伝
」（『
明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
共
同
研
究
論
集
十　

言
語
と
芸
術
』
平
成
十
九
年
三
月　

明
星
大
学
日
本
文
化
学
部
言
語
文
化
学
科
）
と
一
部
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。


